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市議団ニュースは政務活動費で作られています

くらし応援の予算求めて「反対」
たけこし　2月議会の予算委員会で党市議団が
新年度予算案に反対した理由をうかがいます。
とば　市長は「選ばれる都市・新時代への進化」
と銘打って、過去最大の1兆 1816億円と
いう予算を組みましたが、コロナと物価高騰
で痛みきった市民の暮らしを支えるもので
はありませんでした。2都心 4副都心開発
には152億円もつぎ込む一方で、他市がお
こなっている学校給食費の無償化や水道料
金の引き下げ、中小企業や農業への直接支援
はまったくない。検討すらしない。高齢者や
障がい者、医療関係予算は削減や制度廃止の
繰り返し。国保税は8年連続値上げ、介護
保険料も値上げです。まちづくり関連では、
市役所移転と跡地利用、地下鉄7号線延伸
と中間駅建設、首都高延伸、大宮駅GCS化
構想など大開発のオンパレードですが、一方

で公立保育所は半分に減らす、レジャープー
ルも削減、さらに公的介護施設「グリーン
ヒルうらわ」（緑区）の廃止も示されました。
もちろん、予算案には歓迎できる事業も含ま
れていますが、予算に対する賛否というのは
ひとつひとつの事業に対して賛否を表明す
ることができず、全体の予算に対して賛成か
反対か、という表明の仕方しかできないルー
ルになっています。そのため、全体として予
算案には反対しました。
松村　くらし応援の予算は235億円ですが、
ほとんどが国からのもので、市が出すお金
は10億円にも満たない。市独自のくらし応
援はしていません。借金が増え続けているの
も問題です。建設関係大型公共事業目白押
しで大丈夫かと懸念します。市庁舎移転総
事業費は400億円に、地下鉄7号線延伸も
1300億円に膨れあがり、際限がありません。
上限を決めて事業費を抑えるしくみが必要

だと提案しましたが、市は受け入れませんで
した。その結果がくらしや福祉の予算の削減
です。党市議団は予算組み替えも具体的に提
案し、予算案のほんの2%を組み替えるだけ
で、くらし・福祉・防災対策を充実できると
示しましたが、とりくもうとしないのが現実
です。

たけこし　大型公共事業予算には上限を設けて
いないと財政局長が明言しており、非常に問
題だと感じます。

市職員の非正規化は問題
とば　市の職員の非正規化についてもとりあげ
ました。本市の職員は2万 1000人を超え
ますが、半分以上が非正規です。4116人の
会計年度任用職員のうち167人に雇止め通
知を出していることが明らかになりました。
また、常勤職員の給与改定は今年度4月に
遡って支給されるのに、会計年度任用職員は
翌年からです。常勤と同じように遡及支給す
るよう国から再三通知が出され、全自治体の
6割が実施しても、本市は実施しません。

たけこし　職員の働き方が市民サービスに直接
影響することについては、松村市議も代表質
問でとりあげましたよね。

松村　会計年度任用職員の8割が女性である
ことから、女性に対する間接差別だという認
識はあるかと質しました。これは国の制度な
ので、日本共産党は国会でも非正規ワーカー
待遇改善法を提案し、会計年度任用職員も希
望すれば無期雇用に転換できるようにすべ
きこと、長年勤めてきた会計年度任用職員を
新規採用といっしょに公募に応募させるル
ールを廃止して、公募は新規採用に限定する
ことを求めています。連携したとりくみが必
要です。

たけこし　これは制度そのものが大きな問題で

すね。さて、学校の問題では金子市議、いか
がでしょうか。

市民にあたたかいまちづくりを
金子　教室不足が深刻です。市長は「昨年12
月に出された人口推計で、本市の人口ピーク
を10年先延ばしすることができた。とくに
ゼロ歳から14歳までの子どもの転入超過数
が全国1位だ」と自慢していますが、その
結果、来年度は10校 76教室がプレハブ教
室になります。大型マンションができて子ど
もの数が激増した大宮南小学校は、体育の授
業ができず、県立大宮高校の校庭を借りてい
ます。浦和別所小学校もプレハブ建設で校庭
が使えず、子どもは3日に 1回しか校庭で
遊べないとNHKでも紹介されました。

たけこし　まちづくりを進める時には住民第一
という視点が必要ですよね。地下鉄7号線
延伸についてはどうでしょうか。

松村　1300億円かけて18年くらいかかりそ
うだということが分かりました。これだけの
お金をかけるなら、バスやデマンド交通な
ど、市民のみなさんの日常的な移動手段の充
実にこそ使うべきだと思いますね。

たけこし　上下水道についてはどうでしょうか。
とば　水道の基本料金を1カ月無料にするの
に必要な予算は9億円です。市は毎年50億
円余の黒字を出しながら、減免の検討もしま
せん。なにより問題なのは下水道整備の受益
者負担金です。一切徴収していない政令市
は6市もあり、徴収していても1㎡ 200～
500円です。本市は810円と高すぎること
によって負担金が1000万円を超えた市民
が複数存在します。払えなければ延滞金まで
課すしくみは改めるべきです。

たけこし　予算から、市民に冷たい市政が浮き
ぼりになりましたね。 （次号に続く）

　3月 14日に閉会した2月議会について、党
市議団としてふりかえる座談会をおこないまし
た。メンバーは、予算委員をつとめた金子あきよ、
とばめぐみの両市議、議案に対する質疑をおこな
った松村としお市議、司会はたけこし連市議です。

2月議会をふりかえって座談会座談会
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市議団ニュースは政務活動費で作られています

2 月議会・本会議討論

　2月議会に市長から提出された議案90件に
ついて、党市議団は75件に賛成し、15件に
反対しました。3月14日、最終本会議にて議案・
請願に対する討論がおこなわれ、池田めぐみ市
議が登壇しました。
　はじめに、2023（令和5）年度一般会計補
正予算の「戸籍住民基本台帳事務事業」につい
て反対の立場から、「すでに戸籍に記載されて
いる人の名前のフリガナについて、本人からの
届け出がなければ職権でフリガナがふられる可

能性があり、今後生まれてくる子どもの名前も
『一般的な読み方であるかどうか、行政が審査
をおこなう』ことは命名権の侵害にあたり、職
員に膨大な作業を課す事業には賛成できない」
と述べました。
　次に池田市議は、8年連続となる国民健康保
険税の値上げについて反対を表明。「物価高騰
の中、市民の暮らしの現状を考慮せず、毎年判
を押したように値上げするやり方は、住民福祉
の増進をかかげる地方自治体として姿勢が問わ
れる」と批判しました。介護保険料の改定につ
いても、区分設定が12段階から15段階に増
えたにもかかわらず、引き下げは第一段階のみ
で、ほかのすべての段階では10万円の控除が
なくなることから引き上げになることを指摘
し、「基金の取り崩しや一般会計からの繰り入

れをおこない、保険料をこれ以上引き上げない
ことこそ市民の願いだ」と主張しました。
　さらに、追加提出された「養護老人ホームの
設備及び運営の基準に関する条例等の一部改
正」の議案について、「この議案は生産性の向
上のため介護機器を導入し職員の負担を軽減す
るとあるが、介護現場の人材不足改善のための
議論こそ必要。また、本改正によって利用者の
負担が増えることは問題だ」と指摘しました。
「指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備
及び運営の基準に関する条例等の一部改正」の
議案での「地域連携推進会議の義務化」につい
て、「人材不足や運営困難が叫ばれている現場
への支援をないがしろにして監視だけ強めて
も、障がい者福祉は前進しない」と述べ、「就
労選択支援に係る事業」についても、「障がい
者が『一般就労』  をめざしていくには事業所
でさまざまな体験、学習、支援を受けながら、
ていねいに就労への道を開いていく必要があ
り、一般就労への移行ばかりを進めるやり方に
は大きな懸念がある」と指摘し、拙速な改正の
議案に反対しました。

市民の願い 請願の採択求める
　続いて池田市議は、請願について述べました。
「（仮称）次世代型スポーツ施設を与野中央公園
に建設する理由を説明してください」について
は、市民に納得のいく説明がなければますます

市民からの反発を招くことは必至なため、採択
を主張。また、請願「武蔵浦和駅周辺地区義務
教育学校において4年までと5年以降の校舎
を分けるメリットを説明してください」につい
ても、「とくに沼影校舎でおこなわれる運動会
や文化祭は、義務教育課程で全国の子どもたち
が経験する行事とあまりにもかけ離れている。
通常の小学校で高学年として下級生をひっぱっ
ていく5・6年生が、沼影校舎では低学年の位
置づけになる」など問題点を指摘し、「党市議
団はそもそも義務教育学校の建設に反対をして
いるが、保護者や当事者にはさらにていねいな
説明が必要であり願意は妥当」として、いずれ
も採択を求めましたが、他会派などの反対で不
採択となりました。

「ネット安心条例」可決
　池田市議もプロジェクトチームに所属し、全
7会派参加の超党派でとりくんできた「インタ
ーネット上の誹謗中傷等の防止と被害者支援に
関する条例（ネット安心条例）」が可決しました。
ネットで傷つく人が増えないように、専門家や
児童生徒、他市の相談員などにヒアリング、市
民からのパブリックコメントも全メンバーで確
認しました。さいたま市の責務として、被害者
や行為者を発生させないための施策を実施し、
相談支援体制を整備することを規定しており、
4月1日から施行されます。

住民福祉の増進をかかげる
地方自治体の役目を果たせ

■ 2024 年 2月議会採決表（○＝賛成、×＝反対） ※市長提出議案90件のうち 75件に賛成 (83%)、15件に反対（17%）
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令和 5年度さいたま市一般会計補正予算（第 9号） × ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和6年度さいたま市一般会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和6年度さいたま市水道事業会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和6年度さいたま市病院事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和6年度さいたま市下水道事業会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○
さいたま市養護老人ホームの設備及び運営の基準に関する
条例等の一部改正 × ○ ○ ○ ○ ○ ○
さいたま市指定障害福祉サービスの事業等の人員、
設備及び運営の基準等に関する条例等の一部改正 × ○ ○ ○ ○ ○ ○
さいたま市インターネット上の誹謗中傷等の防止及び
被害者支援等に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○


